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著作権処理の都合上、
この場所に挿入されていた

ジャケット画像

•SOUND OF SILENCE•SOUND OF SILENCE

CBS SONY 
卒業”

「CBS SONY “卒業”
SONX 60001」

を省略させていただきます。
•Hello darkness my old friend,•Hello darkness my old friend,

“卒業”

SONX 60001
•I’ve come to talk with you again,

•Because a vision softly creeping,

•I’ve come to talk with you again,

•Because a vision softly creeping,

著作権処理の都合上

•Left its seeds while I was sleeping,•Left its seeds while I was sleeping,

著作権処理の都合上、
この場所に挿入されていた

ジャケット画像
「CBS SONY “明日に架ける橋”

•And the vision that was planted  

in my brain -still remains

•And the vision that was planted  

in my brain -still remains

CBS SONY
“明日に架ける橋”

SONX 60135」
を省略させていただきます。•With -in the Sound of Silence•With -in the Sound of Silence

明日に架ける橋
SONX 60135
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6. 両側聴皮質損傷による認知障害と残存聴覚



聴覚誘発電位



ABRの起源
A

B

猫の脳幹の猫の脳幹の猫の脳幹の
音刺激による反応とABR
猫の脳幹の
音刺激による反応とABR



ABRの性質の解明

A.猫ネンブタールの投与量の増大とABRの
変化

C.猫のケタミンの投与量の増大とABRの変化

変化

B.ヒトの超低体温麻酔下のABRの変化



先天性難聴の早期発見・早期教育
新生児聴覚スクリーニング

アヴェロンの野生児アヴ ンの野生児

著作権処理の都合上、
の場所に挿入され いた

1797年
この場所に挿入されていた
「アヴェロンの野生児」の

表紙絵の画像を
省略させていただきます。

『新訳アヴェロンの野生児』

J.M.G.イタール著

中野普達・松田 清訳

省略させていただきます。

中野普達・松田 清訳

福村出版



“人間の言語発達と聴覚の役割”“人間の言語発達と聴覚の役割
著作権処理の都合上、

この場所に挿入されていた
「Dr Jeanの肖像画」

Dr. Jean Marc Gaspard Itard
(1774〜1838)

「Dr.Jeanの肖像画」
を省略させていただきます。
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Helen Keller (1880〜1968)Helen Keller (1880 1968)
Annie Sullivan (1866〜1936)
Graham Bell (1847〜1922)

著作権処理の都合上、
この場所に挿入されていた

米国厚生省パンフレットからの引用図米国厚生省パンフレットからの引用図
を省略させていただきます。

Rare photograph of Helen Keller, her 
teacher Annie Sullivan, and 
Alexander Graham Bell

Rare photograph of Helen Keller, her 
teacher Annie Sullivan, and 
Alexander Graham BellAlexander Graham Bell.Alexander Graham Bell.

米国厚生省パンフレットより



A B R

乳幼児の難聴診断の革命



新生児のABR測定新生児の 測定



A B R



胎生期２４Wで蝸牛は完成



我が国における歴史

歴史昭和50年代～現代
保健所における健診

3～4ヶ月健診と聴覚チェック3 4ヶ月健診と聴覚チェック
*保健所

6ヶ月健診6ヶ月健診
9ヶ月健診
1歳健診1歳健診
1歳半健診
3歳診



聴覚障害の発生頻度

中等度以上の両側聴覚障害は中等度以上の両側聴覚障害は

1.5人／1000人(0.15%)

ハイリスク児 2 2%ハイリスク児 2.2%
正常児 0.05%



新生児に聴覚検査

障害を早期発見

1999年8月28日付の朝日新聞朝刊1999年8月28日 朝日新聞



第1段階
スクリ ニング方法と検査

第1段階
スクリ ニング方法と検査スクリーニング方法と検査スクリーニング方法と検査

方法
自動ABRあるいはスクリーニング用TEOAE, 
方法
自動ABRあるいはスクリーニング用TEOAE, ,
DPOAE
間題点：30-40dB以上が要再検査となる

,
DPOAE
間題点：30-40dB以上が要再検査となる間題点：30 40dB以上が要再検査となる

検査

間題点：30 40dB以上が要再検査となる

検査検査
産科のナースあるいは医師
新生児科のナース 臨床検査技師あるいは医師

検査
産科のナースあるいは医師
新生児科のナース 臨床検査技師あるいは医師新生児科のナ ス，臨床検査技師あるいは医師
問題点：聴覚に関する知識が乏しい
新生児科のナ ス，臨床検査技師あるいは医師
問題点：聴覚に関する知識が乏しい



伝声管で反応をチェック



第2段階 精密聴力検査の方法と問題点
目標：ABRと聴覚行動の一致を探る

第2段階 精密聴力検査の方法と問題点
目標：ABRと聴覚行動の一致を探る目標：ABRと聴覚行動の 致を探る目標：ABRと聴覚行動の 致を探る

方法方法

a. ABR

b 行動反応聴力検査

a. ABR

b 行動反応聴力検査b. 行動反応聴力検査

c. 聴覚発達(小児神経耳科学的アプローチ)

b. 行動反応聴力検査

c. 聴覚発達(小児神経耳科学的アプローチ)

問題点問題点

a. クリックABRの限界

b. 発達によるABRの改善

a. クリックABRの限界

b. 発達によるABRの改善改善

c. 発達によるABRの悪化

改善

c. 発達によるABRの悪化

結果の説明結果の説明



第3段階
補聴器のフィッティングと聴能訓練

－生後6ヶ月より－生後6ヶ月より

難聴児通園施設(27施設)

ろう学校幼児相談(100校)ろう学校幼児相談(100校)



第4段階
高度難聴児の教育と補聴器高度難聴児の教育と補聴器

－2~3才で最終的な診断－才 最終 診断

補聴器を継続使用するか補聴器を継続使用するか

人工内耳手術を行うか人工内耳手術を行うか

聴覚的言語の併用を行うか



Auditory Nerve Diseaseの発見y

2007.3.3 国際ミニシンポジュウム(東大)
左から患者1，Kim教授，患者2，患者3，Starr教授，加我教授
2007.3.3 国際ミニシンポジュウム(東大)
左から患者1，Kim教授，患者2，患者3，Starr教授，加我教授
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矛盾する聴覚検査所見矛盾する聴覚検査所見

軽・中等度の難聴軽 度 難聴

語音明瞭度が著しく悪い

ABR無反応

蝸牛機能正常(CM OAE)蝸牛機能正常(CM, OAE)
蝸電図で−SP出現するが複合電位は無反蝸電図で SP出現するが複合電位は無反
応か低振幅



症例のプロフィール症例のプロフィール

症例 年齢 発症年齢 合併症症例 年齢 発症年齢 合併症

1 16 6 脳梗塞

全盲2 22 11 全盲

3 22 15

4 27 11 脊髄小脳変性症

5 31 6 ウィルス性小脳炎ウィル 性小脳炎

6 57 15

7 60 357 60 35

8 72 10歳代
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オージオグラムオージオグラムオ ジオグラムオ ジオグラム
Case1：16才Case1：16才 Case2：22才Case2：22才 Case3：22才Case3：22才 Case4：27才Case4：27才

Case5：31才Case5：31才 Case6：57才Case6：57才 Case7：60才Case7：60才 Case8：72才Case8：72才
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Case1: １６才 男性



ABRが明らかにした脳幹の疾患ABRが明らかにした脳幹の疾患

神経疾患とABRの異常波形

ABRが明らかにした脳幹の疾患ABRが明らかにした脳幹の疾患

神経疾患とABRの異常波形

1 無反応 Charcot Marie Tooth病

2 WaveⅠのみ 聴神経腫瘍 4才2 WaveⅠのみ 聴神経腫瘍

3 WaveⅠ，Ⅱのみ 聴神経腫瘍

WaveⅠ Ⅱ Ⅲの
聴神経腫瘍，Pelizaeus 

4才

4 WaveⅠ，Ⅱ，Ⅲの
み

Merzbache病，Gaucher病，橋
腫瘍，脳幹出血

5 WaveⅠ，Ⅱ，Ⅲ，
中脳腫瘍(松果体腫瘍)5

Ⅳ，Ⅴのみ
中脳腫瘍(松果体腫瘍)

6 WaveⅤーⅠ波間
潜時延長

多発性硬化症，脳幹腫瘍，中脳
腫瘍(松果体腫瘍)

10才

潜時延長 腫瘍(松果体腫瘍)

7 正常波形 皮質聾，聴覚失認

Pelizaeus Merzbache病

29



両側聴皮質損傷による
聴覚失認と残存聴覚聴覚失認と残存聴覚

Case1: 男性
両側聴皮質損傷



Case2: 男性Case2: 男性



聴覚失認10例における環境音認知テスト，
聴覚だけの場合と4者択 の絵カ ドを見せた時の比較

聴覚失認10例における環境音認知テスト，
聴覚だけの場合と4者択 の絵カ ドを見せた時の比較聴覚だけの場合と4者択一の絵カードを見せた時の比較聴覚だけの場合と4者択一の絵カードを見せた時の比較

テスト音
正答

口答 4者択一絵カード

a.ヒト

男性の声
女性の声
歌
乳幼児の泣き声
笑い声
英文朗読

●●

●●
●

●● ●●
●●
●● ●● ●
●● ●● ●● ●●
●● ●●
●● ●●

b.動物・鳥

猫
犬
牛
馬

●
●

●● ●● ●● ●
●● ●● ●
●● ●● ●●
●馬

からす
にわとり

● ●
●● ●● ●
●● ●●

楽器

太鼓
トランペット

●● ●● ●
●

●● ●● ●● ●●
●● ●● ●c.楽器 トランペット

柱時計
電話

●
●
●

●● ●● ●
●● ●● ●
●● ●● ●● ●

d.自然界ノイズ
風
波
小川

●
●● ●● ●
●● ●
●小川 ●

e.人工的ノイズ

電車
車
鉄砲
のこぎり
足音

●●

●

●● ●● ●●
●
●● ●● ●
●● ●●
●● ●● ●
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足音 ●● ●● ●



Ⅱ．手術による治療

1 昔の耳に対する全中耳再建術1. 昔の耳に対する全中耳再建術

2. 小耳症・外耳道閉鎖に対する耳介形成、外
耳道形成・聴力改善手術

3 先天性難聴に対する人工内耳手術3. 先天性難聴に対する人工内耳手術

4 両側聴神経腫瘍による失聴に対する聴覚4. 両側聴神経腫瘍による失聴に対する聴覚
脳幹インプラント



昔の耳の手術に対する全中耳再建術

全中耳再建術：1973年全中耳再建術：1973年

東京大学では昔の術後の感染耳に対して積
極的に施行極的に施行

Care free な耳に



新聞記事による反響

慢性中耳炎に注目の再建術

中耳系器官を”全面改造”

1995年5月22日 読売新聞



側頭骨 CT 所見側頭骨 CT 所見

軟骨にて再建された

術前術前 術後術後

本来の外耳道後壁
耳小骨

軟骨にて再建された
外耳道後壁

削開された乳突腔

36



全中耳再建術の聴力検査結果

症例数 56耳

聴力改善率 13 6＊11 9dB聴力改善率 13.6＊11.9dB

成功耳 27耳成功耳 27耳

成功率 48.2%



耳漏を伴う耳の変遷耳漏を伴う耳の変遷

耳耳
数

※耳漏があり

＊0 フォローアップした症例のみ
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小耳症・外耳道閉鎖に対する
耳介形成 外耳道形成 聴力改善手術耳介形成、外耳道形成・聴力改善手術

ー形状と機能の回復

男児 59例
合計 70例

女児 11例女児 11例

側 例両側 58例

片側 12例



単耳 骨導補聴器単耳 骨導補聴器



単耳 骨導補聴器単耳 骨導補聴器



加我らの開発した両耳骨導補聴器



右小耳症 3DCT 術前



3DCT 第1回目 右耳手術後



両側小耳症・外耳道閉鎖

手術後の聴力



両側骨導補聴器と音源定位



「ぼくは，１人じゃないんだ」

小学6年生 ○田△秀

ぼくは，生まれた時から両耳がありません．あるのは耳たぶだけです．小耳症といってとても

めずらしい障害です．聞こえは，補ちょう器をつかうことによって聞くことができます．ぼくの場合

は，耳の穴がないために骨導補ちょう器を使っています．ぼくの丸坊主の頭にドーンと居座って

います．これがぼくの耳なのです．とっても大切な耳です．

本屋さんで「名医」の本を見つけたとき文字の読めない僕たちに「見て見て」と大きな声で大騒

ぎでした 「小耳症を研究している東京大学病院耳鼻科の加我先生！」ぼくの耳元で「加我先生ぎでした．「小耳症を研究している東京大学病院耳鼻科の加我先生！」ぼくの耳元で「加我先生

だよ」と何度も言っていた記憶があります．それからしばらくしてぼくは，加我先生に出会いまし

た．

四年生の時，手術をすることに決めました．期待と不安がぼくの心を揺さぶりました．加我先

生と同じ考えをもつ形成外科の朝戸先生も 緒にされました 朝戸先生はいつも元気です 今

著作権処理の都合上、
この場所に挿入されていた

生と同じ考えをもつ形成外科の朝戸先生も一緒にされました．朝戸先生はいつも元気です．今

でも覚えていますが，ろっ骨を取った時は痛くて思わず朝戸先生に手を出すと朝戸先生は，さっ

と手を握り返してくれました．その時は痛さもなくなった気がしました．ぼくはもう四回も手術をし

ています．左耳が完成したときは，とてもうれしかったです．耳の穴も耳のかたちもみんなと同じ

「ぼくは、1人じゃないんだ」の本文抜粋部分を
省略させていただきます。

になっていました．補ちょう器も骨導補ちょう器とちがい耳穴式補ちょう器です．おじいちゃんが，

「まえの補ちょう器より聞こえるみたいだね」と言ってくれました．何より運動してもとれないことが

とても便利です．ぼくの耳が生まれ変わりました．

これからまだ手術は何回もあります．そして長いぼくの人生には，山も谷もあると思います．そ

‡

んな時ぼくのそばには家族がいてくれます．そして，ぼくの心には，加我先生や朝戸先生がいて

くれます．

「2つの耳」-左右の耳の形と聴こえの改善手術-

東京大学医学部耳鼻咽喉科 2004



先天性難聴に対する人工内耳手術

人工内耳 歩み人工内耳 歩み

• 1982年 メルボルン大学で最初のマルチチャンネル人工内耳手術成功• 1982年 メルボルン大学で最初のマルチチャンネル人工内耳手術成功

• 1985年 国内初の人工内耳手術成功(東京医科大学)

• 1987年 厚生省の臨床治験開始

• 1985年 国内初の人工内耳手術成功(東京医科大学)

• 1987年 厚生省の臨床治験開始1987年 厚生省の臨床治験開始

• 1990年 厚生省が日本耳鼻咽喉科学会に人工内耳に対する意見聴取

1991年 高度先進医療として承認

1987年 厚生省の臨床治験開始

• 1990年 厚生省が日本耳鼻咽喉科学会に人工内耳に対する意見聴取

1991年 高度先進医療として承認• 1991年 高度先進医療として承認

• 1994年 保険適用が認められる

• 1991年 高度先進医療として承認

• 1994年 保険適用が認められる

• 1998年 日本耳鼻咽喉科学会より適応基準の発表

• 2007年 小児の適応規準改正，2才以降とする

• 1998年 日本耳鼻咽喉科学会より適応基準の発表

• 2007年 小児の適応規準改正，2才以降とする2007年 小児の適応規準改正，2才以降とする2007年 小児の適応規準改正，2才以降とする



１８００
アレッサンドロ・ポルタと電気聴覚アレッサンドロ・ポルタと電気聴覚

Alessandro Volta
(1945-1827)
Alessandro Volta
(1945-1827)

引用元：wikipedia

( )( )



人工内耳のシステム



人工内耳の電極の位置



人工内耳装用例

体外送信装置装着体外送信装置装着 内部装置の埋め込み状態を示す内部装置の埋め込み状態を示す体外送信装置装着体外送信装置装着 内部装置の埋め込み状態を示す
頭蓋骨レントゲン
内部装置の埋め込み状態を示す
頭蓋骨レントゲン



東大病院の人工内耳症例数東大病院の人工内耳症例数東大病院の人 内耳症例数東大病院の人 内耳症例数

症
例
数数

年

小児例小児例

症
例

小児例小児例

例
数
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人工内耳埋込術人工内耳埋込術人工内耳埋込術人工内耳埋込術

（ビデオ埋め込み：CI）



両側聴神経腫瘍による失聴に対する
プ聴覚脳幹インプラント

Auditory Brainstem Implant (ABI)Auditory Brainstem Implant (ABI)



目的・方法

目的目的
両側聴神経腫瘍により聾になった患者に, 再び聴
覚を再獲得させる.

方法方法
蝸牛神経核の脳幹の表面に, 多点刺激電極を移
植する. これに人工内耳のマイクロフォン・スピー
チプロセッサーに内部装置をつなぐ.チプ セッサ に内部装置を なぐ.



ABIの原理



ABI手術の実際 （１）



ABI手術の実際 （２）



ABI：症例ABI：症例ABI：症例ABI：症例

術後 オージオグラム術後 オージオグラム 語音認知テスト語音認知テスト open- setopen- set

A＋V AA＋V A

単 音 70% 20%

単 語 64% 24%

短 文 82% 8%
A: Auditory
A + V: Auditory + Visual
A: Auditory
A + V: Auditory + Visual

短 文
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• （ビデオ埋め込み：ABI）（ビデオ埋め込み：ABI）
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Ⅲ. 先天性平衡覚障害の中枢代償Ⅲ. 先天性平衡覚障害の中枢代償

平衡器官の障害は発達により平衡器官の障害は発達により平衡器官の障害は発達により

t h される

平衡器官の障害は発達により

t h されるcatch upされるcatch upされる

62



三半規管と耳石器の発生



前庭眼反射の発達による変化前庭眼反射の発達による変化

Control AdultControl Adult

回転椅子検査（DRT法）回転椅子検査（DRT法）
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迷路性姿勢反射迷路性姿勢反射

• （ビデオ埋め込み：原始反射）（ビデオ埋め込み：原始反射）



両側前庭機能喪失の
類定と歩行に与える影響



先天性両側前庭機能喪失の平衡と運動の発達
―8ヶ月より中学生にいたる少女の1例－

• （ビデオ埋め込み：スケボー）（ビデオ埋め込み：スケボ ）



高度難聴の少年 スキージャンプ高度難聴の少年 スキージャンプ

長野オリンピックでテストジャンパーとなる

「難聴越え高橋 ジャンプSTV杯」

1998年1月19日 朝日新聞1998年1月19日 朝日新聞



Super CompensationSuper CompensationSuper CompensationSuper Compensation

• （ビデオ埋め込み：スキージャンプ）（ビデオ埋め込み：スキ ジャンプ）
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Ⅳ 医学教育改革の取り組みⅣ 医学教育改革の取り組みⅣ. 医学教育改革の取り組みⅣ. 医学教育改革の取り組み
医学教育に新しい風を医学教育に新しい風を医学教育に新しい風を

• 学生カリキュラム委員会委員長としてFree Quarter を実現する

「世界の新しい医科大学」を学生カリキ ラム委員会で翻訳発行

医学教育に新しい風を

• 学生カリキュラム委員会委員長としてFree Quarter を実現する

「世界の新しい医科大学」を学生カリキ ラム委員会で翻訳発行「世界の新しい医科大学」を学生カリキュラム委員会で翻訳発行

1982年，米国ジェファーソン医科大学の医学教育・医療センターに留学し，マ
ン・ツウ・マンの教育を受ける

「世界の新しい医科大学」を学生カリキュラム委員会で翻訳発行

1982年，米国ジェファーソン医科大学の医学教育・医療センターに留学し，マ
ン・ツウ・マンの教育を受けるン・ツウ・マンの教育を受ける

1992年，東京大学医学部で再び医学教育改革に挑む

ン・ツウ・マンの教育を受ける

1992年，東京大学医学部で再び医学教育改革に挑む

• 医学教育改革委員会委員長として地道に研究

2000年，東京大学医学教育国際協力研究センター長としての新たな活動

• 医学教育改革委員会委員長として地道に研究

2000年，東京大学医学教育国際協力研究センター長としての新たな活動
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１９６６

‡ 東京大学新聞 1966年1月17日 東京大学新聞社



１９６８

柴田 広川 浮
見 加我



１９６９

白木学部長



１９６９



１９６９
M1

同級生の負傷



１９６９
M1

学部長室を学生の会議の場所とする



２００７

現在の

医学部長室医学部長室



１９６９
M1

学生大会で演説 学外へデモ 夜は会議



１９６９

学生カリキュラム委員会の活動



１９７１

Bowers, John Z., Helen Choat, Janet leban and Elizabeth Purcell. 
M di l S h l f th M d W ld R t f th

‡‡
Medical Schools for the Modern World: Report of the 
International Macy Conference, “How to Start a Medical School,” 
Bellagio, Italy, 1968. ©1970 The Johns Hopkins University Press. 
Reproduced with permission of The Johns Hopkins University 
Press.

J.Z.Bowers ed.，鈴木淳一ほか監修，東大医学部学生カリキュラム委員訳：
新しい世界の医科大学．医歯薬出版，1971．



１９７１
よど号ハイジャック事件よど号ハイジャック事件

「日航機乗取り事件の全貌」

1970年4月17日号 週刊朝日

ハイジャックをした同級生の友人

小西君



小西・加我・君塚の読書会テキスト

世界の大思想18 マルクス/資本論１
著 マルクス 訳 長谷部文雄 出版 河出書房新社

‡

著：マルクス 訳：長谷部文雄 出版：河出書房新社



１９９５

地下鉄サリン事件地下鉄サリン事件

「ラッシュ地下鉄に劇物」

1995年3月20日 読売新聞



１９９５ ２００２

‡ 医の原点 第1集 サイエンスとアート
金原出版発行 2002年
加我君孝 高本眞一/編



１９９８

医学史への開眼医学史への開眼

東京大学公開講座 東京大学

‡
東京大学公開講座 東京大学

著：蓮実重彦・立花隆・船曳建夫・苅谷剛
彦・長島弘明・平野裕一・岸田省吾・西野
嘉章・加我君孝・有馬朗人・樺山紘一
出版 東京大学出版会 1998年出版：東京大学出版会 1998年



２００４，２００７

「21世紀米国医学教育の最前線」「変貌する日本の医学教育 米国医学教育者の提言」 ‡‡ 「21世紀米国医学教育の最前線」

著者：エレン・M・コズグローブ 加我君孝

発行：2007年

「変貌する日本の医学教育 米国医学教育者の提言」

著者：ゴードン・L・ノエル 監訳：加我君孝

発行：2004年

‡‡



１９９７～２００７
東大病院だより編集長

編集長を11年担当

東京大学医学部付属病院



２００７

‡
「医学科臨床実習の評価」 2007.3.20
東京大学医学教育国際協力研究センター

‡



臨臨学生による臨床実習・講義の評価学生による臨床実習・講義の評価

年度
耳鼻咽喉科の

順位 私への評価年度 順位 私への評価

1999 3 1

2001 8 4

2003 4 2

2006 2 2
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‡ 東京大学応援歌「ただ一つ」

東京大学学生支援グループ

最終講義の直後、医学部本館で東京大学ブラスアカデミーによる、東京大学学生応援歌

「ただ一つ」の演奏で迎えられる


